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山口県妙徳寺山占墳の石榔に使われた岩石の
産地分析とその考古学的意義
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１．はじめに

Ili代人はｲj材を直接原産地に採取に行ったり，または物々交換などの交流によって入手している。

遺跡出土の石材には遺跡に近い場所から採取した原石が多く使用されているが，遺跡から数十～数

l'Ikmも離れた産地の石材を使川している例も多い（例えば，渡辺・高木1989)。古代人がどこの

原産地の石材を使用しているかを|'|然科学の手法を用いて明らかにすることは，古代の交易，交流，

文化の伝播や当時の政治的勢ﾉJ分布などに関する考古学上の情報を１!j:る上で重要である（間砿

1994;藁科1995など)。

’'1然科･学的手法を川いてｲi材などの誉lli'７試料の原産地を樅定するﾉj法は，近年急速に発腱・杵

及してきている（來村1980;,l,.文化財稀集委員会1980,1984;l1本第四紀学会1993;川'|１･IAi

llj(1995)。例えば，蛍光Ｘ線分析や!|1性子放射化分析による黒曜ｲiやサヌカイト製石器，須恵器，

背銅器の原料の産地推定（藁科・束村.1983;三辻1978),鉛同位体を使った銅鐸，青銅鏡や古代

fll貨など青銅器の原料となった鉱石の産地推定．銅製品だけでなく古代鉄器に含まれる微量鉛の抽

出分離による原料の産地推定(Mabuchieta１.１９８５;平尾・榎本1994),ストロンチウムlifl位体

による土器・瓦の産地推定（馬淵・川上1984),電子線プローブマイクロアナライザーによる内購

砥ｲjil!の鉱物分析による原ｲi供給地の推定（渡辺・勝部1983)などがある。石材の肉眼および侃

光猟微鏡観察（朽木・柴Hll992)なとゞ粁石学の基礎的手法やカリウムアルゴン(K-Ar)法なとゞ

の地球年代学的手法も石材原産地の推定に有効である。以ｋ述べてきた手法を単独で活用した研究

は多いが，これらをいくつか淵lみ合わせて多様な側面からイi材の原朧地を推定している例は多くな
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い、また一般に考古学の研究において，古墳に副葬された鏡や〃などの遺物（動産）は良く研究さ

れるが，住居などの遺構に使われたｲi材（不動産）はあまり研究されない。例えば，イT棺はよく調

べられているが，石榔はあまり良く1淵くられていない。
あ さ 入ようとくじゃま

lllll県厚狭郡llll%I11にある妙徳寺l１llli墳(IXIl)は,５世紀前､卜に築造されたものである。この

11l墳は石棺系竪穴式石榔を有し，そのｲj榔を構成するｲi材には周辺地質から判断して,Iﾘ1らかに古

墳のまわりに分布する岩石（美祢層群の砂岩）と古墳近傍（少なくとも山陽町）には分ｲ|jしていな

い岩石（カンランイi玄武岩溶岩）が使用されていることがわかった。そこでこの小論においては。

妙徳寺山占墳築造のために遠くから運搬されてきたと考えられるイi材の岩石記戟全岩の主成分お

よび微量成分の化学分析,Sr,Nd同位体比，′附磁率およびK-Ar年代の測定結果に基づいて石材の

原産地を推定し，古代西日本社会の文化圏・交易圏および政治的勢力分布や被葬背像について考察

するための基礎資料を提供する

Ｉ

Ixlllllllﾘ,↓|ﾉ､lにおけるlilﾉj後li1噛の分布(!|'村1998)と11ijl'ill,}代のり,↓i5･|KI進航域
Fig.1Distribution()fkeyhole-shapedk()ん"(burialmounds)inthcYamaguchiPI℃feclure.Japan

and(heirrelationt()thechiefsintheKoA"】period(Nakamuml998)

２．妙徳寺山古墳の概要
八二うとくじゃま こおり

妙徳寺山古墳は山口県l早狭郡llll場町大字郡に位過し(Rll),山１１県教育委貝会文化課・

埋蔵文化財センター(1991)によって占墳の調査結果の詳細が報告されている．以下，そ

づいて概要を記述する。古墳は前方後円墳で，厚狭盆地の南縁辺部にある丘陵叩｣腹の緩斜面

35-40m)の自然地形を有効利用して造られており，厚狭盆地全体を一望できる位慣にある

･111n県
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丘陵および付近の地質は，トリアス系美祢胴腓の砂岩からなる。

墳丘は，全長３0m,後l11部径約２0m,<びれ部幅6m+,lil力部1IR13m,後|リ部の墳丘の,断さ３

ｍで，典冒ｲl.や埴輪など外衣施投は全く偲められない。

古城のii休部をなすｲi郷はｲi棺系竪穴式ｲi郷で，その'l1に被葬者を埋葬(I111:4F)したものである。

頭位をl柑束にとり，規棋は内寸で全長177cm,頭位側小IIIIM47cm,足位側小111IIR28cm,深さは

底I帥の1《砂利まで約２0cmである。南東側小Ｕ石に接して腫さ２0cmあまり,IIM２５cmの粘|吾枕が

玉砂利の床lili上に作られていた。イi榔は４枚の板石をもって捺石とし(IxI２),その厚さは概ね５
̅６cmであるが，南東側（頭位側）から２枚日のみ１Ocmを超える。石の職み重なり具合からみ

て，このｲiが妓後に置かれたものである。捲石の裏面には朱の痕跡が兄られる。蓋石と石榔の側石

上段のイiとの隙間には粘ｋが充填され。１判東側の蓋石のドではこの目張り粘1aにも朱の痕跡が兄ら

れた･

このようなイj榔の形態は特にlllll県お

よび北部九州地域に多く兄られ,4111紀

後半から5111:紀にかけて兄られる在地系

の比較的1Iiい形である。また，粘土枕の

出土はl１１１１ﾘILIﾉjでは知られておらず，柵

岡県では｜･数例が知られている。このよ

うに妙徳､ｆIII占墳の内部ｉｉ体の構造は北

部九州･lllll地域に特ｲj-のものである。
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図２１１１１１I!↓妙徳寺山占墳のｲi榔の捲石の写真妙徳寺llllli墳の副葬品の特徴は，砺墹Fig.２Photograph()fr()ofrocks()fthestonechamber()fthe

や蒻翠で作られた玉類が盟富なことであMyotokujiyamatumulus,YamaguchiPrefecturc.

る。被葬荷については，剛葬品として武器の類をいっさい所有していなくて，装飾用玉類が豊富な

ために女性と推定された。一ﾉj,人骨の鑑定結果からはその残存度が極めて悪く，骨が華蒋なこと

から１６～１８才と推定されたが，性別についての確かな裏づけは得られていない。

このIIi戦の築造年代は，蕊道出土の|:Wilj器の時期や主体部が打棺系竪穴式ｲi榔の中ではi'i*llを示

すこと,l,{１作,l1!!の鏡が恢文鏡の中でも剛式学的に古いことなどから,4111:紀水～５世紀前､'２と椛定

されている。

３．石榔に使用された岩石の特徴

3.1.岩石の樋類･形態･重量･岩石記載

石榔の111畦の石材としては，砂岩の円礫のほかに大小の玄武岩が積み重ねられている。この砂岩

は，岩相や周辺地質から判断して，古墳の周辺地域に分布するトリアス紀美祢層群のものと考えら

れる。石榔の蓋と頭側および足側の小口イiには，板状のカンラン石玄武岩が使用されている。蓋右
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は既述のように元は４枚で構成されていたと思われるが，そのうちの１枚については２つに割れて

いる。さらにその内の一つは角が破損していた。後述の各種分析にはそれとイi榔内の床に散在する

玄武料の小淵片を便〃Iした。蓋ｲiの稗1I:およびサイズは頭部のものから足部のものに向かって（図

２の左から右に向かって)，それぞれ６３kg(９８×５３cm),128kg(９３×５０cm),４７kg(８５x

55cm),５１kg(７４×５５cm)である。，し､臓部に最も重いものが使用されていることは興味深い。

小口石は下部が土中に埋まっているために直接重量の測定はできないが。大きさから判断して，頭

側および足側ともそれぞれ約60kgと推定される二側壁に使われている玄武岩を加えると、総重量

は０．５トンにもおよぶものと推定される二

玄武岩には肉眼および鏡ﾄｰで明瞭な流理構造が認められる。顕微鏡下では，斑晶として自形～半

自形のカンラン石が見られ，それは急冷組織を示すと考えられる樹枝状～棒状の形態を示すことが

ある。カンラン石は部分的には黄褐色の粘士鉱物に変質しているが，新鮮なものもあり，反応関係

は認められない。石基は斜長石，単斜輝石，不透明鉱物，カンラン石，アルカリ長石，金雲熾およ

び燐灰石からなる。

石材加工はあわせ目に加工を加える経度で，「のみ痕」は見られない。イf榔内には細かな|1il質の

玄武岩の破ﾊｰが兄られることから，現在地で簡単に加［・整形したものと碁えられる。流理構造に

平行に割れた板状の玄武岩を蓋石や小口石にうまく利用し，塊状のものは側壁に積み重ねられてい

る。古代人が，流理構造に平行に割れやすいという岩石の性質を利用している例は，多数知られて

いる。例をあげれば，すでに弥生時代前期の安満遺跡（大阪府高槻市）や山賀遺跡（大阪府八尾市）

に香川県坂出市金山産のサヌカイトが使用されている（藁科・東村1983)｡

3.2．全岩化学組成

石榔の蓋石，石案内に散在していた小岩片各１試料について．主成分および微量成分の化学分析

を行った。主成分および微量元素 ( V , C r , X i ｡ C u , G a , R b , S r , Y , N b， Z r , B a , P b ) の

分析には111川大学機器分析センターに設置の理学電機製全自動蛍光Ｘ線分析装潰(RIX3000)を

用いた。希土類元素およびHf,Th,Uの分析は．オーストラリアCUrtinl :科大学応川化'７:教案

の誘導結合プラズマ質量分析装置(ICP-MS)をⅡlいて行った。蛍光Ｘ線分析(XRF)による測定

方法は、梅本ほか（2000）に従った。主成分および微量元素の分析とも全てガラスビードで行い，

融剤としてドイツMerck社製の混合融剤Spectr()meltAl2(四ホウ酸リチウム６６%,メタホウ

酸リチウム３４％）を用いた。混合融剤を用いることで融点を下げ，均質なガラスビードを作るこ

とができる。世界の各種岩石標準試料の分析結果や分析精度も，梅本ほか(2000)に記載されて

いる。FeOは過マンガン酸カリウム滴定法．H,０(±）は重量法によって定量した。フッ素の分析

方法は，蟹澤(1978)に従った。

分析結果を表ｌに示す。石榔の蓋石と石榔の床に散在していた岩行はともに良く類似した化学組
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成を示す。アルカリについてみると，いずれも

Na,O+K,Oは5.2%以上で，アルカリ岩に分類され

る。FeO*(全鉄)/MgO比は２.２で,Cr(７３,９０

ppm)とNi(１８,２0ppm)含有量は低く，かなり

分化が進んでいる。そ̅の他の微量元素については後

述する。

表１妙徳寺lll1lf墳のｲ丁榔に使用された玄武岩の
全淵化'､鍬l成,Sr.Nd同位体比および帯磁率

TablelWholerockchemistry,Sr,Ndisotope
ratiosandmagneticsusceptibilityof
basalts()fstonechamberin
Myot()kujiyamatumulus
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3.3 .SrおよびNd同位体比

石榔の蓋石ｌ試料についてSr,Ndl可位体比の測

定を行った。測定は，島根大学総合理工学部の表面

電離型質量分析計(MAT262)を使用し，測定方

法は飯泉（1996）に従った。この方法によるSrや

Nd同位体の標準試料(NBS987,LaJol la)や地質

調在所(GSJ)の標準試料についての測定結果につ

いてはIizumietal .(1994,1995)に報告されてい

る。上記玄武岩試料の測定と同時に測定したSr同

位体標準試料NBS９８７のﾊｱSr/#６Sr値は，

0.710250±０．０００００９(20),Ndl可位体標準試料La

Jollaの''3Nd/'44Nd値は,0.511866±0.000012(２

０）であった。これらの値は，多くの研究機関で公

表されているデータと一致していることから，測定

されたデータについての標準試料による補正は行っ

ていない。

表１に測定結果を示す。石榔の蓋石のSr同位体

比は０．７０５３６±０.００００１(２o),Nd同位体比は

().51265zt０.００００1(20)であった。
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3.4．帯磁率

石榔の蓋石および石榔の床に散在する小岩片それ

ぞれｌ試料について帯磁率の測定を行った。測定に

はバイソン帯磁率計３１０１A型を使用し，全岩化学

分析用に作成した粉末試料を用いて行った。測定精

度は±５％である。

"'Sr/獅､Sr比

誤差
''3Nd/' i 'Xd比

誤珪

６
１
-
０
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嘔皿唖皿
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０

０
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０

０

十
一
十
一

X (１０１ ' e m u / g ) ５６６ 3７６
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測定結果を表１の最卜段に示す。石榔の蓋石と石榔の床に散在する小岩片の帯磁率は，それぞれ

566×lO!,emu/gと３７６×１０.!,emu/gの値をﾉj､した。

3.5.K-Ar年代

イ丁榔の釡石の破片１試料についてK-Ar年代測定を行った。年代測定は蒜111地質年代学研究所に

依頼した。ＫおよびArの分析法と年代計算法は憂尾・板谷(1988)とItayaetal .(1991)に従

った。岩石試料約２0９を粉砕し,６0～８0メッシュに粒径を揃えて純水で超音波洗浄を行った。乾

燥後，これらの試料の一部をアルゴン|両1位体此の測定に使用し，一部をメノウ乳鉢で粉末状にして

カリウムの定量に使用した｡また，年代他の算出にはSteigerandJiger(1977)の壊変定数(/l"
＝4.962×lO'o/y,1e=0.581×１０１('/y)とカリウム|司位体比(I0K/K=0.0001167atm)を使用し

た。測定誤差はｌぴでi7-えられている。年代測定の結果を表２に示す。アルゴンを２回測定し，そ

れぞれについて年代を計算すると,１.１４±0.05,1.19±０.０６Maとなるので，両昔の平均値

1.17±０．０６Maを使用する。これは第III紀更新|け前期の年代である。年代測定した玄武岩はほと

んど風化・変質を受けていないことから，この年代仙は玄武器の噛11l年代と判断される。

表２妙徳寺llll'itl'iのイi榔の諾ｲiのK-Al-ｲﾄ代
I､able2K-Aragedataofroofr()ckofsIonechamberinMyotokujiyamatumulus

試料番号 放射性起源!oAr

(１０KccSTP/g)

K-Ar年代

(Ma)

1.14±0.０５

１.１９±0.0６

非放射線起源
'0Ar(%)

カリウム

(wt .%)

SAN- l １.０９５=t０.０２２４.８３士０.２１

５．０６±０．２３

６

６

㈱
的

1.17±０．０６

４ ． 考 察

4.1．イi榔に仙川されたアルカリ玄武瑞の原j唯地椛定

既述のように，妙徳がl11古城の石榔の蓋ｲ『は．その偏光顕微鏡観察および余岩化学分析の結果か

ら，カンラン石斑晶をｲ1=するアルカリ玄武岩であることがわかった。また,K-Ar年代は１．１７=t

０.０６Maの第四紀更新世前期を示した。さらに蓋ｲiのS'･|I1位体比は0.70536±O.00001(20),Nd

ｌ画1位体比は0.51265±０.００００１(20)であった。このようないくつかの制約をもつ岩石の原産地につ

いて西日本の中で考察してみたい。

新生代のアルカリ玄武岩は，中国地方から九州北部にかけて散在分布している。図３は，角縁ほ

か(1995)による後期新生代火lll岩の分布図に既報の放射年代データを入れて作成したものである。
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図３ノL州～中国地方の新生代火山岩の分布（角縁ほか1995)とアルカリ玄武岩のK-Ar年代（年代データの川典は
本文参照）

Fig.３DistributionofCenozoicvolcanicrockinKyushuandChugokudistriCts(Kakubuchieta1.1995)andK-Ar
agedata()falkalibasalts(datasourccofK-Aragedata,seetext),

まず九州について見ると，北部九州に分布するアルカリ玄武岩のK-Ar年代（以下，特に断らない

限り全岩K-Ar年代）の多くは２.５～４.５Maで，鮮新世の年代を示す（松本ほか,１９９２;宇都ほ

か,1993)。しかし，宇都ほか(1993)は第四紀のK-Ar年代(１.１３±０．１２Ma)を示すアルカリ

玄武岩を，玄界灘に浮かぶ黒瀬で見出した。この年代値は，問題の石榔の玄武岩のK-Ar年代と誤

差範囲で一致する。しかし黒瀬のアルカリ玄武岩は，石榔の玄武岩に比較し,MgO(7.2-7.9%),

Na20(4.5-4.6%),Cr(１５９ppm),Ni(139ppm),Rb(３９ppm),Nb(６０ppm),Ba(720ppm),

U(1.31ppm)含有量が多く,K20(085-1.03%),Sr(678ppm)含有量が少ない。さらに黒瀬の
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アルカリ玄武岩はFeO"/MgO比(1.27,1.47)が石榔の玄武岩に比較して低く，未分化である。

以上の記載から，黒瀬のアルカリ玄武岩は石榔のアルカリ玄武岩とは異なった化学組成を示すこと

がlﾘｌらかである。壱岐火111群は胸11本の単成火山群の中では噴出量の多いものの一つであり，その

溶岩流については佐野(1995)によって系統的なK-Ar年代測定が行われた。その結果，溶岩流の

活動期は0.6-1.0Ma,1.4-1.7Ma,2.2-2.5Ma,2.8-3.5Ma,3.5-4.3Ma,4.3-15.0Maに区分され

る。いずれのステージにもアルカリ玄武岩の活動が知られているが，問題の１１７±６万年は火山活

動の休止期となっている。東松浦玄武岩では2.9-3.0Maと３.６MaのK-Ar年代(Nakamuraet

al.1986),北松浦玄武岩では6.1-10.6KIaの全岩および斜長石K-Ar年代(Ozimaeta１．１９６８;

KaneokaandAramakil971;松井・柴田1976)、西彼杵半島のカンラン石玄武岩では７.３Maと

8.4MaのK-Ar年代（松井1987)が報告されているが，いずれも鮮新世～中新世の古い年代であ

る。多良岳地域の火山岩のK-Ar年代は0.4-1.1Ma(小形・高岡1991)で，石榔の蓋石に比較さ

れるアルカリ玄武岩を産出する。しかし，多良岳のアルカリ玄武岩のSr同位体比は0.70404(井

川・永尾1996)で,0.705を超える石榔の蓋石よりも低い値である。多良岳玄武岩のSr同位体比

初生値は，北松浦一東松浦玄武淵や五烏列島なと．のそれと概ねIiilじで，角縁ほか(1995)に示さ

れているように0.705を越える北九州や山11地域のそれと比較すると低い値である。五島列島の小

値賀島では0.3-1.1MaのK-Ar年代(Sudoetal.1998)が報告されているが,１００万年前後の年代

を示す玄武岩のSr含有量は297-340ppmで，石榔に使われた玄武岩の半分以下の値である。以上，

九州に分布するアルカリ玄武岩のK-Ar年代，化学組成やSr同位体比の検討から，九州には妙徳

寺山古墳の石榔の石材として使用されたと考えられるアルカリ玄武岩は見出されない。

中国地方に目を転じると，隠岐島前で5.7-7.0Ma(宇都1995;Morrisetal.1997)に粗面岩

や閃長岩などのアルカリ岩の活動が知られているｃ隠岐島後では岬玄武岩(0.6Ma),西郷玄武岩

(0.6-1.3Ma:Utoetal .1994),大峰玄武岩(2.4-4.6Ma,藤巻ほか1989;Utoeta1.1994),ミ

ユジアライト(5.4Ma:藤巻ほか1989)が知られている。このうち，年代値の一部重複する西郷

玄武岩は石榔の蓋石に比較し,MgO(7.1-7 .7%) ,Cr(170ppm) ,N i (170ppm) ,Rb(61-79

ppm),Ba(970-1030ppm)に寓み，化学組成を異にする。兵庫県の玄武洞(1.6Ma:川井・広

岡1966;１.６５Ma:Ifi l l lほか1993)や神鍋火山群(0.1-0.7Ma:, l i l l lほか1993)では年代値の
一致するものは知られていない。しかし鳥取東部(0.5-1.5Ma,2.8.3.2Ma甚宇都1995)には扇

の山単成火山群の活動が,0.97-1.2Maにあったことが知られている(Furuyamal993)。扇の111

の玄武岩は石榔の玄武岩に比べて未分化で(FeO*/MgO=1.57,1.74),軽～中希土元素(La=31-

４０ppm,Ce=62-68ppm,Nd=31-37ppm,Sm=5.1-5.4ppm,Furuyamaetal.,1992)に乏し

い。鳥取西部では,１.１８±０.１１,１.２２±０.０８Maの倉吉玄武岩（加々美1996)や1.5-2.2,5.0-5.5

Maの火山岩（宇都１９９５)が知られている。倉吉玄武岩は年代値は一致するが,TiO,含有量

が高い（３．２５％）ことや ,Rb , S r含有量はあまり変わらないが ,S r同位体比が高い
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(H7Sr/MSr=0.706308,Rb=23.9ppm,Sr=914ppm)ことが石榔の玄武岩と異なる。中国地方の

アルカリ玄武岩のK-Ar年代はUto(1989)や宇都(1995)によって広域的に検討されている。そ

れによると，津111(4.4-6.2Ma),吉備(7.4-9.5Ma),比婆(9.9-11.6Ma),世羅(7.7-12Ma),

冠111(8.2-8.9Ma),浜田(5.8-7.3Ma)の玄武岩は鮮新世～中新世の年代を示しており，石榔の

蓋石の年代値に比較される岩石は知られていない。女亀山-川本(1.8-2.1Ma,７Ma:松浦１９８６;

宇都1995)の玄武岩も中新世～鮮新世の年代を示す。島根県松江地域では,0.1-0.3Ma,５.５Ma,

10-l2Ma(Utol９８９;Morriseta1.1990,1999;Morrisandltayal997)の年代を示す玄武
すもうにわ

岩のほかに，松江市南方の広瀬町角力庭で１.２０±０.０７Maの年代がMorrisetal．(1990)によっ

て報告されている◎しかし，これは黒雲母を多量に含むこと，全岩のFeO*/MgO比(0.72)が著

しく低く , C r ( 2 8 9 p pm )やN i ( 1 8 9 p pm )に富み未分化であること , S r , N d同位体比

(87Sr/86Sr=0.705495±0.000016,1'３Nd/'4１Nd=0.512580±0.000016,MorrisandKagami,1989)

が石榔の玄武岩とは全く異なる。横田地域のアルカリ玄武岩も1.1-2.4Maと７Ma(宇都1995)の

K-Ar年代を示し，年代的には一部重複する。しかしその化学組成（永尾ほか1990)は石室の蓋石

と比較すると,TiO､0.85-1.3%)やNb(6.3-19.2ppm)が乏しいこと,FeO*/MgO比(0.79-

1.16)が低く,Cr¥Niに富み未分化であること，さらにSr同位体比(0.70508)が低い点が，石

榔の玄武岩とは異なる。

山口県阿武地域のアルカリ玄武岩の年代は，宇都・小屋口(1987)や角縁ほか(2000)によっ

て検討されてきた。角縁ほか（2000）による系統的な測定結果によれば,1.5-2Maの先阿武火山

活動と0.01-0.8Maの阿武単成火山活動に区分され,1Ma前後の活動は知られていない。見島の

アルカリ玄武岩の年代については報告はないが，化学組成の上でも,MgO(5.6-8.7%)とCaO

(8.3-11.0%)含有量が多く、FeO*/MgO比(0.9-1.4)が低い（長崎・永尾1988)ことが石榔の玄

武岩とは異なる。大津地域では8.5-10.5MaのK-Ar年代（木村・辻1992;宇都1995)が報告さ

れている。
きふね

山口県下関市貴船では,１.２７±０.０５Maと１.１６±０.０５MaのK-Ar年代（松本ほか1992)およ
むつれじま

UM.62±０.０８MaのK-Ar年代（宇都ほか1993)が報告されている。また下関市六連島で1.18=

0.05Maと１.３０±０.１０MaのK-Ar年代（松本ほか1992)が報告されている。既述のよ

表３山口県下関市貴船のアルカリ玄武岩のK-Ar年代
rable３KAragedataofanalkalibasaltfromKifune.ShimOnoseki-city,YamaguchiPrefecture

非放射線起源
''0Ar(%)

試料番号 放射性起源40Ar
(108ccSTP/g)

K-Ar年代

(Ma)

カリウム

(wt.%)

63.9KF-0４ 1.235±０.02５５.５７±０.２０ １.１６±0.0５
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うにｲi榔の玄武岩のK-Ar年代は１.１７±0.0６Maで，上記の松本ほか(1992)の貴船や,x《迦約の

玄武岩の年代と誤差範州で・致する。しかし貴船の玄武V}については，′j･都ほか(1993)の年代

仙は松本ほか(1992)と比べると!iﾘ唯範l州を越えて11I-いｲ'１代仙となっている。松本ほか(1992)
と4j･都ほか(1993)の年代仙(1.62zt０.０８Ma)の差異については'i都ほか(1993)によって縦

i術されているので，ここでは繰り返さない。筆者らはllll叫1､̅ifl'lil't船のカンラン石玄武叶につい

てK-Ar年代測定の追試を打った。年代測定は蒜111地質年代'７２ｲiﾙ究所に依頼した。測定結果は，

1.16±０.０５Maで（表３),"Iﾉﾘ紀虹新肚前期の年代を,j《した。イ|ﾐ代測定した玄武岩はほとんど風

化・変質を受けていないことから，このカンラン石玄武ｷﾄは１１６±５万年前に噴出したものと判断

される。石榔の蓋石と上記の松本ほか(1992)の貴船や六連島の玄武岩のK-Ar年代値，今lp1の世

船の玄武岩のK-Ar年代値は，すべて誤差範囲内で致することが分かった。筆者らは，このよう

なK-Ar年代値の完全な致から，卜．間市貴船あるいは大述Ｘｊの玄武器が妙徳寺山占墳の石榔のｲｉ

材として調達された可能性がI'1'liいと碁えるに至った。そこで次に視J1.1,1;を変えて，下関地域に限って

その地質・岩ｲi記栽玄武叶の化'７報II成,Sr,Ndl'il位体比およびｲi}:磁率の観点からその妥!>'1｣Ⅲに
ついて総合的に検討する。

IxI4に山口県ﾄ.|判地域の地質IxIを,｣くす。これは'|'i[ほか(1998)とlllllＩ,4(1968)のデータを
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もとに編集・簡略化したものである。この地域の地質は，下位から白亜紀関門層群（脇野亜層群，
は た ぶ

下関亜層群)，ひん岩，トーナル岩，花崗岩，花崗斑岩，古第三紀幡生層，芦屋層群更新世アル
カリ玄武岩（火砕岩，溶岩)，第四系および干拓地・埋立地に区分される。更新世アルカリ玄武器

は貴船岩体，六連島岩体および片田岩体の３岩体からなる。貴船岩体は卜関市街地の北部に，北

西-南東方向に約２km,幅約0.5-1kmの規模で分布し，関門層群と幡生層を覆っている。溶岩流と

スコリア層からなる。中江ほか(1998)は溶岩と火砕岩を区分した詳細な地質図を示すとともに，

溶岩はカンラン石玄武岩，単斜輝石カンラン石玄武岩，角閃石単斜輝石玄武岩からなることやそれ

らの岩石学的性質についても詳述している。片田岩体は３岩体の中で最も小規模で，長府の北西に

分布し，白亜紀花崗岩を覆っている。六連島ではカンラン石玄武岩が芦屋層群を覆っている。これ

ら３岩体を構成する玄武岩溶岩を顕微鏡下で観察すると，蓋石の玄武岩（図５A)と岩石記載学的

性質が酷似し，全く区別できない試料がいずれの岩体でも見いだされる。すなわち，肉眼および鏡

図５illlI県妙徳寺山古墳の石榔の砦石および下関市貴船・片田地域の玄武岩の顕微鏡写真
A:11榔の藍の玄武岩（クロスニコル,SUN-01),B:骸品状のカンラン石斑晶（下関市貴船の試料KF-05,クロ
スニコル),C:自形のカンラン心斑晶（卜．関'lj片田の玄武岩KF-02,クロスニコル,),D:玄武岩中の命雲母の産
状（貴船の試料KF-04,オープンニコル)Olカンラン石,Ph余雲母,Pl斜長石,Cpx単斜輝石,opq不透明鉱物
Fig.５PhotomicrographofroofrocksofstonechamberintheMyotokujiyamatumulusandalkaliolivinebasalts

fromShimonosekiarea.A:basaltofroofrocks(SAN-01.crossnicols,),B:skeltalolivinephenocrystin
basalt(Kifune､Shimonoseki-city,KFO5,crossnicols)．C:euhedralolivinephenocrystinbasalt(Katada,
Shimonoseki-cily,KF-02,cr()ssnic()ls),D:ModeofoccurrenceofphIogopiteinbasalt(Kifune,KF-04・open
nicoIs).Ol=olivine,Ph=phl()gopite,Pl=plagioclase,Cpx=clinopyroxene,Opq=opaquemineral.
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下で明瞭な流理構造が認められる（図５B,C,D)。斑晶としてカンラン石を含み，石基は斜長

石，単斜輝石，不透明鉱物，カンラン石，金雲母および燐灰石からなる。カンラン石斑晶は自形

(図５C),あるいはしばしば骸晶あるいは樹枝状結晶をなす（図５B)。骸晶あるいは樹枝状結晶

はマグマの急冷を物語っている。金雲母は晶洞に産出するほか石基鉱物の間隙を充填して産する

(図５D)。これらの鉱物組み合わせおよび産状は，既述した石榔の玄武岩のそれと全く同じである。

太田(1958a,b)は六連島と貴船の玄武岩の晶洞中に金雲母，パーガス閃石，紫蘇輝石およびチ

タン鉄鉱を記載し，六連島と貴船がわずか7.5kmしか離れていないこと，両者の母岩および晶洞

鉱物は極めて良く類似していることから，両者は同じ成因によるものとしている｡

全岩の分析結果を表４および図６に示す。分析方法は既述した石榔の岩石の分析方法と全く同じ

である。下関市片田，貴船および六連島のアルカリ玄武岩の分析値はともに良く類似した組成を示

す。アルカリについてみると，全てNa,O+K,Oが4.9%以上で，アルカリ岩に分類される。図６に

始源マントル(SunandMcDonough,1989)で規格化した玄武岩のスパイダーグラムを示す。こ

の図には既述した石榔の岩石のデータも併せプロットしている。いずれの玄武岩も大陸内部玄武岩

もしくは海洋島玄武岩(OIB,SunandMcDonough,1989)に類似したプレート内アルカリ玄武

岩のパターンを示している。しかし詳細に見ると，六連島のアルカリ玄武岩は下関市片田，貴船お

よび石室の玄武岩よりもリンに乏しく,Gd～Luなどの重希土類元素に富む。石榔の試料は下関
1００
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表４下関地域のアルカリ玄武岩の全岩化学組成,Sr,Nd同位体比および帯磁率
I、able4Wholerockchemistry,Sr-NdisotoperatiosandmagneticsusceptibilityofalkalibasaltsfromKatada,

KifuneandMutsurejimainShimonoseki-city,YamaguchiPrefecture.
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'lj世船・片'１の試料と額似している。石榔の玄武岩は貴船･11･lⅡの玄武岩に比較して,KF-0６を

除いてFeO*/MgO比がややI'!'Iiく，分化が進んでいることがわかる。このことを反映して，イi榔の

玄JWI･はCr,NiおよびSr含ｲ1.1l1:がやや低く,Ba含ｲj̅:IItが商い。!i.うまでもなく火成WI'11:の化'７：

ill成の比較においては,jji(材料となったｻ;･体を形成したマグマの分化が考・慮されなければならない。

衣４には下関市片田およびＪｉ船の玄武淵のSr,Ndll1位体比のi!!ll定結果も示す。測定ﾉj法は，既

述した石榔の岩ｲ｣のそれと全く|!ilじである。片ll1および災船の玄武ＶｌのSrlll位体比は0.70514̅

0.70524±0.00001(20)で，イi榔の諾ｲiのSr同位体比(0.70536±0.00001)に比較し，やや低い

仙を示す。Nd同位体比は片lllおよび賢船の玄武岩が３拭料とも0.51264±０.００００１で，綣イｉ

(0.51265±0.00001)のそれと誤蛙範囲内で一致している。Srl'１位体については，石榔の諾riと

蛍船の玄武岩は誤差を越えた違いが認められる。しかし、この秘度の途いは，つの火山における

溶V卜においても，フローユニットイリ§に地殻物質による混成作川の卜I1渡が措干異なることによっても

/|ﾐじうる。Nd同位体についてはl'i'j杵は誤簾範囲内で-致する。
'iif磁率の測定結果を衣４の雌1,.段にﾝJくす。下関'ljのカンランイi玄武珊は，片田の試料が４１４x

l()･{iemu/gで,イi柳の総ｲiと床に散ｲ|ﾐする小粁片の帯磁*(566×１().i!emu/g,３７６×１０6emu/g)の

'l1lllll'Iりなｲl尚であった。出船の1武料は332～649×１０{､emu/9,大逆』約の拭料は475～703×１O('emu/g

で，いずれも石榔に使われた玄武粁とオーバーラップした仙をﾉjくす。火成料･の帯磁率は磁鉄鉱の含

{J̅M:に比例するが，上記の仙はl'l'j行の磁鉄鉱含有量がさほど途わないことを示している。

以f,肉眼および顕微鏡|､̅の特徴，全壗の主成分および微l l l :成分化学組成,K-Ar年代,Sr,

NdII１位体比および帯磁率の比較検洲-結果から，妙徳､¥II1111.城のイi柳に使用されたアルカリ玄武洲

は,111口県下関市貴船あるいは片|Ⅱに産する第四紀アルカリ玄武V;･に州li似し，それらのいずれかか

らI洲達されたものと碓定される。塊在，筆者らは貴船と片lllの玄１Ｗ｝を|><別できるだけの粁ｲi'７墜的

な盗料を持ち合わせていない。しかし貴船では明治時代まで玄武VI･の採石が大規模に行われ，現在

でもその採7i跡が残っている。また，災船では現在でもイi虹や塀などに流即構造に沿って削れた板

状の玄武岩が各所で兇1;に杭み砿ねられ利用されている。・ﾉj,片川の淵体はIxI4に示した地蘭ｌＸｌ

からも分かるように械めて小規棋で，現在は宅地造成でほとんど撚蚊がii'i失している。樅粁らはＶト

イi',jj:的な資料に加え，このような１%Milllの規棋なども踏まえ,i'i船が雌もイi材の原旅地としての'１

能'|ｿｌｉが向いと推定している。

4.2．考古学的意義

妙徳寺山古墳の石榔に仙川された総竜吊約０．５トンのアルカリ玄武粁は，直線距離で約23kmIM

ﾉjのド関市貴船から調達されたものと椛定された。この項ではそのことの考占学的な意義や被葬荷

像について考察してみたい。考察に入る前に．妙徳寺lll古噛のｲi榔に使川されたのと同じアルカリ

玄武ｷﾄが，その他の古埴で使われていないかどうかについて検肘したい。，両,じアルカリ玄武汁を利
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用した古墳の時空分布を明らかにしておくことは，考古学的に重要な意味をもつと考えられるから

である。筆者らは，妙徳寺山古墳の石榔石材の原産地と考える下関地域を中心としていくつかの古

墳を含む遺跡を訪ね，その古墳等に使用されている石材について肉眼鑑定を行った。古い方では，
かじ<Ｉ)はま

弥生時代の梶栗浜遺跡の箱式石棺の石材には黒色頁岩が使用されていた。弥生時代前期後半から中

期と推定される伊倉岡遺跡の石棺にはカンラン石玄武岩が使用されていた。６世紀に築造された宮

山古墳は，横穴式石室を有する前方後円墳で，石室の石材にはカンラン石玄武岩が使用されている。
い わ や

また，６世紀後半に築造された岩谷古墳の石室石材には近傍の関門層群のひん岩が多く使われてい

るが，--部にカンラン石玄武岩も使用されていた。６世紀前半に築造された秋根一-号墳には花崗岩

が，６世紀末の秋根二号墳にはおもに関門層群の礫岩が使われている。このように，下関地域の石

棺や石室には，すでに弥生時代からアルカリ玄武岩が使用された例があり，それはその後も使われ

続けていることから，弥生時代からアルカリ玄武岩は石材の一つとなっており，採石場が開発され

ていたと考えられる。

妙徳寺山古墳とほぼ同じ時期に築造されたとされる宇部市の松崎古墳の箱式石棺には花崗岩が，
すおう

大判山古墳の箱式石棺には宇部層群の砂岩が，山口市の朝田墳墓群では周辺の周防変成岩がそれぞ

れ使用されていた。l'１じ厚狭地域にあり妙徳寺山古墳よりやや古い長光寺山古墳では，美祢層群の

砂岩，関門層群の安山岩および花崗岩が使用されている。いずれも古墳近傍に分布する岩石である。

山口県内の前方後円墳の分布と当時の国造．県主の関係は中村(1998)によってまとめられて
いる（図l)。それによると，古墳は瀬戸内沿岸部にほぼ東西に長く分布し，山口盆地を除くと内

陸や山間盆地および日本海側に希薄である。これらの古墳群は以下に示す７つのグループに分ける

ことができる。ヤマト朝廷の統一の過程の中で，県，国の設置県主，国造の配置を行い，地方統

治の組織整備が図られた･県内における古墳時代の地方行政機構の首長と古墳群との対応関係は，

以下のように考えられる（中村1998)｡
む ろ つ すおう

(１)島田川以東の室津半島を中心とした熊毛郡・玖珂郡地域：周芳国造
ごう０） つ ぬ

（２）島田川以西の光市から新南'場市に至る周南部に広がる都濃郡とその周辺地域：都怒国造
さ ば さ ば

（３）佐波川下流の防府平野を中心とする佐波郡地域：沙婆県主
ふし の よ し さ は く き

（４）椹野川中．下流域の山口盆地を中心とする吉敷地域：波久岐国造
こ と う あ さ

（５）厚東川．厚狭川流域の宇部・小野田・山陽町一帯の厚狭郡地域：？
あなと

（６）関門から響灘にかけての豊浦郡地域：穴門国造
あ む

（７）日本海沿岸の萩市大井と内陸最大の盆地阿東町徳佐地域を含む阿武郡地域：阿武国造

このうち，厚東川・厚狭川流域については国造との関係がうまく考えられない。

さて，古墳の分布や文献から明らかにされたこのような政治体制の中で，下関から厚狭地域まで

岩石を運んだことの意味はどのように解釈されるであろうか。数トンに達する重い岩石が遠方から

運ばれた例は，多く知られている（間壁１９９４;藁科１９９５など)。例えば，阿蘇の溶結凝灰岩
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(Aso-4)が，近畿地方や瀬戸内の各地の石棺に使用されている（渡辺・高木1989)。必ずしも近

くに材料がないわけではないのに．わざわざ遠い所から重いものを運んできている。これは大変な

重労働であったに違いない。そのことの意味は,I'1石(1998,1999)や和IH(1997)らによれば，

各地の首挺たちが彼らの構成する政治連合の構成ｕの死に際して，-一緒になって古噛を造って，そ

こで共通の弗送儀礼を行うことが,l'1盟を硴認し，強化する役割をもっていた。そのために供献用

の土器や埴輪，石榔・石室の石材やｲi棺が各地からもたらされて古墳が造営された。古墳はそれを

造る行為I41体が祭祀的で政治的なものであった。従って石榔・石室や石棺の形状および材質は，地

域ごとにおける首長層の出自や同族的な結合,政論的結合関係が反映される場合が多々認められる。

もしもそうであるならば，妙徳寺山古墳の場合，わざわざ下関から０．５トンの石材を運ばせてい

ることは，その被葬者は関門地域，すなわち，長門穴門出身か，長門穴門との血族的あるいは政治

的な関係のある人，あるいは下関～厚狭一円を同一支配下に治めた相当大きな勢力の保持者であっ

た可能性がある。さらにその副葬品のあり方から兇て，女性とも推定され，政治的支配者であると

ともに，呪術的なIrl祭者としての性格をもっていた。妙徳寺山古墳が北部九州・山１I系のもので，

古噛時代の11』頃までのI咀日本，とくに広島以Ijqに塒ｲ｢なものであることも，そのことと矛燗しない。

ヤマト朝廷と早くから|両l盟関係にあった長門穴門IKI造の勢力は長門に限らず，厚狭地域へ及んでい

たと見るべきかも知れない。言うまでもなく，-ﾄﾞ関は本州の最西端にあって，関門海峡をへだてて

九州に面し，山陰・山|湯を結び，あるいは大陸とを結ぶ交通の要衝として古くから開け，歴史の舞

台に登場してきた重要な地域である。ここで特記すべきは，下関（関門）には首長勢力の古墳がい

くつもあるが，長光寺山古墳や妙徳寺山古墳のように前期古墳が知られていない。一方で，厚狭地

域には長光寺山占墳や妙徳寺山古墳に続く首長墓的な古墳が突然姿を消す。そしてそれに代わって

下関市の安岡地域から豊浦町にかけて，５世紀～６世紀代までいくつかの前方後円墳が築造される

ようになる。このような古墳の時空的消長関係から考えると，妙徳寺山古墳の被葬者は５世紀前半

にすでに下関を抑えていた勢力の持ち主で，関門地域に進出した，とも見ることができるかも知れ

ない。すでに支配下（領地範囲）の下関からイi材を運ばせた，との考えである。ヤマト政権統一の

過程で，長門経営の中枢地と考えられた厚狭地域も朔鮮半島との対外交渉の展開の中では重要性を

失い，海陸交通の要衝である下関地域がより注'１されるようになったことは容易に理解できよう。

古代国家統一の動きの中で，政治的連合に加わることによって外交権をにぎり，朝鮮半島の鉄資源

や先進的な文物や技術の入手ルートを確保することは，それぞれの地域の首長にとって大きな課題

であった。地方首長墓が下関につくられるようになるのは，厚狭盆地の勢力が下関へと勢力を拡大

し，連合政権の盟主に就いた結果との見方も可能であるｃ

なお，同じ厚狭地域にあり妙徳寺山古墳よりやや古い長光寺山古墳を建造した支配勢力と，この

妙徳寺山古墳の支配者との直接の関係は不明である。長光寺山古墳は畿内式古墳で，鏡などの配布

を受けて地域首長権の拡大したものであり，妙徳寺山古墳はむしろ九州・関門と密接な関連を有す
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ることを号え併せると，近畿と九州の狭間にある厚狭地域における時代的な勢力関係の変遷が伺え

る。

５．おわりに

約０.５トンの愈さの玄武岩が直線距離で約２３km運ばれたものと推定した。その経路は海路であ

ったのか，それとも陸路であったのであろうか。当時，陸路はまだ整備されていないらしい。下関

市は埋め立て・干拓地が広いが，貴船は標高１００メートル未満の小高い丘陵である。その南側が広

く埋め立てられていることを考えれば，海岸（壇ノ浦の南西）までの距離は現在よりも近く，海上

の運搬には好都合である。もし片田から運ぶのであれば，至近の長府海岸まで約1.5kmの山道を

越えなければならない。仮に，瀬戸内の海路から厚狭川を交通路として利用する場合，古墳のある

下津はその地名が示すとおり厚狭盆地出入りの要衝地であり，盆地の枢要の地を占めているかのよ

うである。厚狭川上陸後の古墳までの陸路は200m足らずである。

考古学者と岩石学者が協力して古墳の主体をなす石棺や石室の岩石が系統的にかつ多面的に検討

され，石材の１i確な原産地が明らかになれば，当時の文化圏・交易圏および政治的勢力分布，それ

らの時空変遷がさらに詳細に論じられるであろう。
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Provenancestudvofrocksusedinstonechamber
ofMyotokujiyamatumulus,YamaguchiPrefecture,

Japananditsarchaeologicalsignificance

Teruyosh i lMAOKA! ) ,TetsuyaNAKAMURA2! ,H ideoMATSUSATO: )

ShigerullZUM１１'andTctsumarulTAYA3)

''DepartmentofEarthSciences,FacLlltyofScience,YamaguchiUniversity､1677-1,Yamaguchi

753-8512,Japan
2)CenterforDeliberativeC()uncilfortheCulturalPropertiesProtectionoftheYamaguchi

Prefecture,Yamaguchi753-8634,Japan
I)Sany()-choB()ardofEducati()n,７５７-００()1..lsa-gun,YamaguchiPrefecture,Japall

'1Department()[Ge()science,Facult)'()fScienceandEngineering,ShimaneUI1iversity,MatsLle

690-8504,Japan
､'Reseal℃hlnstituteofNaturalSciences,OkayamaUniversitVofScience,l-lRidai-ch(),

Okayama７０0-0005.Japan

TheMyotokujiyamatumulusinSan|y()-cho.Asa-gun.YamaguchiPrefecture,JapancharaCter-

isticallyrepresentstheearlyphase()ftheKoiimPeriod,thelate4thcenturythr()ughthemid

５thcenturvA.D,Ithasapit-stVlestonechamberwhosero()fandsidewallsaremadeofalka-

lineolivinebasaltlavas(uptoO.５tons).Thepr()venanceoftherocksinquestionhavebeen

identifiedbypetr()logy,petr()chemistry.K-AragesandSr-Ndisotopicrati()s.

Maj()randtraceelementanalysesoftherockchipsrevealthegeochemicalcharacteristicspar-

ticulart()continentalbasalts()r()ceanicislandbasaltshavingawithin-platesignature.TheK-Ar

age(1.17±０.０５Ma),andSrandNdis()topicrati()s(0.70530±0.00001and0.51265±0.00001)

provethesameasthoseofanalkali()livinebasaltfromKifune,ShimoI1osekiarea,Yamaguchi

Prefecture,respectively(1.16±０.０５Ma,0.70514-0.70524and0.51264±0.00001).Itis,therefOre,

arguablethatthealkalineolivinebasaltsusedinthestonechamberweretransportedfromthe

Shimonosekiarea,２３kmwestofthetumulus.

Thefactsthatthestonechamberisdeckedwithamumberofornamentsofagateandjade

accompaniedbynoweap()nsandthattheskeletalremainisstrikinglyslendermaywelljustify

thatthebur iedpersonwasayoungwoman.Wesuggestthatshewasagovernessofthe
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Kanmonarea,westernJapan,orrelatedeither

sameareabaseonthed訓月nhf"in'.Ｊ；ｎ＋１，;毎‘､+､,.怠’
pol i t ical lyorbyblood tothegovernorof the

areabaseonthedataobtainedinthisstudy
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